
. 

オ
ク

ん
と
云
々
』
と
あ
る
。
こ
の
お
合
の
奥
榔
は
石
川
・
河

北
を
摘
す
の
で
あ
る
が
、
之
に
射
し
て
江
・
凶
・
能
尖

を
口
部
と
言
っ
た
も
の
は
見
え
な
い
。
こ
の
奥
泌
を

北
二
部
と
も
い
ひ
、
江
泊
・
能
尖
を
市
二
部
と
い
ふ

こ
と
も
あ
っ
た
。

オ
タ
ゴ
ホ
リ
奥
郡
能
殺
の
以
.
主
・
珠
洲
二
榔
を

併
せ
て
奥
榔
と
い
ふ
こ
と
が
あ
る
。
羽
咋
・
拠
品
を

口
部
と
い
ふ
に
射
す
る
も
の
で
あ
る
。

オ
タ
ザ
ン
ポ
ウ
ザ
ン
奥
三
方
山
石
川
榔
の
東

一
境
に
近
く
伝
在
す
る
。
高
さ
一
六

0
…
一
一
米
。
山
偲
.b

士
英
組
問
岩
。
管
跨
奥
拙
か
ら
扇
上
ま
で
四
粁
。

一
オ
タ
シ
ン
ポ
奥
新
保
河
北
川
二
伐
の
内
の
小

一
字
。
一
オ
タ
ソ
ウ
シ
ヤ
パ
ン
奥
奏
者
番
奥
御
奏
者
番

一
は
鎚
永
二
年
一
乱
用
廿
五
日
初
め
て
前
川
左
京
誠
明
・

一
商
尾
隼
人
長
宗
・
小
幡
外
記
直
隙
・
成
搬
左
京
生
直
四

一
名
に
命
ぜ
ら
れ
た
に
忽
る
が
、
間
六
年
商
尼
死
し
、

一
止
徳
六
年
成
瀬
も
亦
死
し
、
事
保
元
年
七

M
二
日
前

一
一
間
一
ば
若
年
待
と
な
り
、
小
幡
は
職
を
必
ぜ
ら
れ
て
常

一
取
は
雌
せ
ら
れ
た
。

一
オ
タ
ダ
カ
ゲ
ト
ξ

奥
田
景
富
泊
抑
制
才
次
郎
・
惣

一
左
衛
門
・
五
兵
衛
。
卒
保
十
八
年
養
父
忠
左
衛
門
重

ア
好
の
也
知
百
五
十
石
を
綴
ぎ
、
安
永
四
年
御
輿
風
小

一
一
服
に
任
じ
、
七
年
異
風
料
三
十
行
を
党
け
、
天
明
五

一
年
総
五
十
石
を
加
ヘ
、
八
年
十
一

R
十
八
日
七
十
八

一

歳

で

間

伐

し

た

o

-

一
オ
タ
ダ
シ
ョ
ウ
Z
モ
ン
奥
田
鹿
右
衛
門
越
前

一
府
中
に
於
い
て
前
凶
利
家
に
仕
へ
、
六
一
内
討
を
領
し

一
た
。
子
係
相
織
い
で
務
に
仕
へ
る
。

一
オ
タ
ダ
ソ
ウ
ア
ン
奥
田
宗
安
誌
は
久
敏
。
留

一
師
で
法
締
に
叙
せ
ら
れ
、
釘
何
十
一
年
九
n
u
n出
さ

-
れ
、
二
十
人
扶
持
を
.
領
し
、
十
三
年
六
周
十
七
日
六

F
十
七
訴
を
以
て
捜
し
た
o
そ
の
子
に
宗
安
通
貨
が
あ

。
、
七
人
抜
一
持
を
党
け
た
が
、
明
和
三
年
一
鋭
し
て
跡
一
オ
タ
ネ
ン
ジ
憶
愈
寺
河
北
郡
興
一
揮
に
在
っ
て
、
宗
捕
の
加
到
に
侵
入
し
た
時
、
そ
の
将
捌
江
・
叩
務
ポ
・

H
断
絶
し
た
。
一
回
拠
出
訳
東
振
に
鴎
す
る
。
も
と
道
場
で
あ
っ
た
が
、
明
一
般
忠
が
こ
の
慢
を
緩
い
た
と
あ
る
。

オ
タ
ダ
ミ
ツ
ム
ネ
奥
田
光
宗
活
癖
椴
万
左
衛
一
治
十
二
年
七
局
寺
鋭
の
公
講
を
詐
さ
れ
た
。
一
オ
タ
ハ
ラ
奥
原
腿
白
川
地
奥
原
保
に
幽
す
る
部

門
。
初
め
市
山
氏
の
尼
で
、
七
尾
城
陥
務
の
後
遊
佐
一
オ
タ
ノ
ウ
ヂ
ツ
グ
奥
野
氏
次
逝
橋
中
一
M
m
o
p
A

一
帯
。

約
党
に
臨
し
た
が
、
天
正
九
年
六
周
二
十
七
日
長
辿
一
紀
伊
氏
請
は
元
和
四
年
に
残
し
た
か
ら
、
氏
次
共
の
一
オ
タ
ハ
ラ
サ
イ
ト
ウ
ウ
ヂ
奥
原
癒
藤
氏
建
武

砲
の
録
に
、
遊
佐
一
族
と
北
ハ
に
冶
一
尼
池
山
間
館
に
於
い
一
後
を
繕
い
で
五
千
石
を
賜
は
り
、
そ
の
室
は
前
間
利
一
二
年
七
用
十
四
日
抄
踊
成
光
の
判
鰐
に
嫡
男
奥
開
淀
川

て
例
悶
せ
ら
れ
た
。
一
政
の
息
女
で
あ
っ
た
。
氏
次
の
長
男
治
部
左
衛
門
は
一
膝
四
郎
茂
成
・
次
男
奥
阪
府
際
七
郎
鑓
将
が
見
え
る
。

オ
タ
ヅ
キ
ヨ
コ
メ
奥
閥
横
目
略
し
て
奥
附
と
一
配
分
知
五
百
石
を
賜
は
っ
た
が
、
後
笛
凶
越
後
重
次
一
溺
藤
氏
に
し
て
路
島
郷
奥
飯
村
に
時
住
し
た
も
の
で

も
い
ふ
o
務
侠
の
側
近
に
附
随
す
る
段
総
括
の
更
で
、
一
の
嗣
子
と
な
り
、
越
後
重
持
と
縛
し
て
三
千
石
を
受
一
あ
ら
う
。

身
分
は
接
腕
で
あ
る
。
一
け
、
二
男
吉
殺
は
三
百
石
を
配
分
せ
ら
れ
た
が
、
是
一
オ
タ
ハ
ラ
ダ
イ
コ
ン
奥
原
大
根
鹿
島
郡
奥
原
・

オ
タ
ト
リ
ツ
ギ
奥
取
次
、
奥
御
取
次
は
御
近
習
一
も
富
岡
越
後
の
猪
子
と
な
っ
て
そ
の
氏
を
胃
し
、
千
一
川
尻
・
新
屋
に
琵
す
る
大
棋
を
奥
原
大
観
と
い
ひ
、

頭
の
内
か
ら
勤
め
、
奥
小
綿
番
頭
は
必
ず
常
役
を
鎌
一
石
を
領
し
た
o
是
を
以
て
三
男
右
え
衡
が
家
嫡
と
な
一
附
近
で
は
そ
の
奨
昧
を
質
し
た
。

務
し
た
。
或
は
蝋
分
な
ら
ざ
る
者
の
勤
め
た
こ
と
も
一
・
り
、
コ
一
千
二
一
白
石
の
椋
を
襲
い
だ
。
一
オ
タ
ハ
ラ
ホ
奥
原
保
拠
品
榔
に
在
っ
た
。
承

あ
る
。
そ
の
初
は
不
明
で
あ
る
が
、
延
貸
年
間
に
多
一
オ
タ
ノ
ウ
ヂ
ノ
プ
奥
野
氏
展
逝
都
市
郎
左
衛
一
久
三
年
往
越
の
能
官
同
川
鍛
円
録
に
、
『
奥
原
保
、
資

質
趨
向
が
御
取
次
役
を
勤
め
た
と
あ
る
。
又
一
冗
疎
三
一
門
・
宇
一
水
・
外
記
。
兵
庫
民
之
の
聾
子
。
亭
保
十
四
年
一
町
三
段
五
、
承
久
元
年
検
武
定
』
と
あ
る
。
後
世
亦

年
八
周
に
は
生
駒
左
近
・
認
容
新
統
・
岡
櫨
佐
無
組
附
一
亡
父
の
殿
方
宜
し
か
ら
ざ
る
を
以
て
、
職
千
石
を
誠
一
奥
原
保
が
あ
る
。

を
命
ぜ
ら
れ
、
御
取
次
元
の
如
し
と
あ
る
。
是
は
顕
↑
じ
、
二
千
二
一
白
石
ハ
内
四
百
石
奥
力
知
〉
を
袈
ぎ
、
寛
一
オ
タ
ハ
ラ
ホ
奥
原
保
臨
島
都
に
回
し
、
滞
政

分
で
勤
め
た
の
で
あ
る
。
又
閥
六
年
六
周
十
一
日
戸
一
保
二
年
御
算
用
場
奉
行
と
な
り
、
延
事
四
年
掃
除
き
、
一
時
代
で
は
、
舟
尾
・
奥
原
・
利
品
川
・
新
保
・
砲
滋
・
石
崎
-

m一
内
助
・
成
樹
左
京
が
御
前
取
次
役
を
命
ぜ
ら
れ
、
一
貨
幣
九
年
七
十
践
を
以
て
夜
。
一
松
一
円
・
赤
捕
・
直
持
の
九
+
村
を
台
ん
で
府
た
。

認
容
一
概
一
位
の
代
り
と
な
っ
た
と
あ
る
の
は
、
即
ち
平
一
オ
タ
ノ
サ
ヌ
キ
奥
野
讃
岐
初
名
菊
一
郎
o
奥
野
一
オ
タ
マ
サ
タ
カ
奥
政
莞
ご
川
一
伎
の
首
舗
で

士
役
で
あ
っ
た
。
十
五
年
黒
坂
左
兵
衛
・
井
上
一
一
一
太
一
典
兵
衛
の
子
で
あ
る
。
初
め
稲
生
氏
郷
に
仕
へ
た
が
、
一
週
講
を
近
江
守
と
い
う
た
。
天
正
四
年
入
居
サ
一
日

夫
奥
御
取
次
と
な
る
に
京
っ
て
奥
御
取
次
の
群
が
見
一
前
凶
利
家
の
時
小
々
一
時
に
列
し
、
天
正
十
二
年
末
森
一
附
下
問
刑
邸
卿
法
限
宛
加
の
訴
紋
辿
場
中
に
、
そ
の

え
る
o
前
川
吉
徳
の
時
に
京
。
、
会
〈
後
代
の
創
と
一
城
の
援
軍
に
比
一
類
な
き
働
を
し
て
、
翌
年
八
百
俵
を
一
名
が
見
え
る
。

な
り
、
御
訟
習
蝋
の
内
よ
り
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
そ
の
一
賞
賜
さ
れ
、
逢
に
五
千
五
百
三
十
石
を
賜
は
っ
た
。
一
オ
タ
ム
ラ
ア
キ
ノ
リ
奥
村
明
敬
加
賀
滞
の
老

後

一

時

給

め

ら

れ

た

こ

と

も

あ

る

。

一

麗

長

十

二

年

夜
L
、
紀
伊
氏
消
そ
の
後
を
受
け
た
。
一
臣
奥
村
氏
支
家
第
四
代
。
惑
鮒
の
嫡
男
。
天
和
元
年

オ
タ
ナ
ン

F
プ
ギ
ヨ
ウ
奥
納
戸
奉
行
奥
御
納
一
オ
タ
ノ
ポ
ウ
奥
之
坊
鹿
島
郡
春
木
の
内
の
小
一
十
一
・
用
品
川
二
日
出
生
。
泊
務
茂
松
・
兵
郎
。
初
部
紋

戸

奉

行

は

滞

侠

の

衣

服

等

を

管

事

す

る

吸

で

あ

る

。

一

手

。

一

親

。

箆

永

二

年

六

周

十

三

日

父

の

泊

知

一

国

七

千

四

明
M
m
こ
年
桜
海
兵
助
が
命
ぜ
ら
れ
、
高
治
年
中
に
脇
一
オ
タ
ノ
ヤ
奥
谷
江
沼
郡
隔
庄
に
臨
す
る
都
w
m
o
-

百
五
十
石
ハ
内
三
千
石
典
力
知
〉
を
繕
ぎ
、
人
持
組
踊

閃
小
平
、
共
の
後
中
村
新
之
丞
・
近
藤
彦
三
郎
・
井
上
一
オ
タ
ノ
ヤ
ガ
ハ
奥
谷
川
江
沼
郡
奥
谷
領
永
尾
と
な
り
、
コ
一
年
三
周
十
五
日
廿
六
践
で
夜
し
た
。
法

三
太
夫
・
矢
野
別
左
衛
門
等
の
布
が
見
え
る
。
延
貸
一
谷
の
誕
か
ら
出
で
、
儲
・
右
を
縫
て
大
型
寺
川
に
合
脱
殻
蛍
軒
慈
税
問
士
、
野
川
山
に
葬
ら
れ
た
。
明
敬

五年一一
T
H
八

日

和

凶

次

郎

兵

衛

・

棒

凶

四

郎

兵

衛

が

一

流

す

る

。

一

名

は

質

、

字

は

存

義

、

披

を

誠

疏

・

積

務

・

爺

設

と

命
ぜ
ら
れ
、
.
蹴
後
述
綿
す
る
。
一
オ
タ
ノ
ヤ
ジ
ヨ
ウ
奥
屋
城
江
泊
郡
奥
谷
に
在
い
ひ
、
力
感
慨
る
こ
と
な
か
っ
た
。

オ
タ
エ
ゾ
メ
卸
国
染

J
カ

・

ガ

ダ

メ

っ

た

0

・
越
登
賀
三
側
志
古
櫨
考
に
、
弘
治
元
年
朝
倉
オ
タ
ム
ラ
ア
ツ
テ
ル
奥
村
賓
館

. 

加
賀
染
。

• 
• 

l
，
 

f

i
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